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正誤 票 



区分 


位 置 


誤 


正 


本体 


5.11 e) 


日常の 手入れ を… 清掃で きに く い 素材 を 採 
用す る こと。 


曰 常の 手入れ を… 清掃で きる 素材 を 採用す 
る こと。 
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5.9 2 〜； 3 行 目 


…押 し ボタ ン 式の 操作 部な ど は， JIS S 0001 

- 1 による ほカヽ 次に よる,， 


…押 し ボタン 式のお?: 作 部な ど は， 次に よ る。 



備考 1.. この 正誤 票 は， 第. t〜2 刷に 対する ものです。 

2， この 規格に ついての 意見 又は 質問 は， 径済 産業 雀 産業 技術 環境 局 標準 課 環境 生活 標準化 推進 室 [甲 :1.00- S901 東京 
都 千代 EI 区 霞が関 1 丁!^ 3-1 丁£1バは-3501-:1511(代表）] にご 連絡く ださい。 

2001.6 日本規格協会 発行 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 S 0012： 2000 
消費生活 製品の 操作 性 

guidelines for all people includinq elderly and peoole with disabilities —— 

Usability of consumer products 

序文 現在， 消費者 は， 電子 機器， 情報通信 機器， OA 機器， 燃焼 機器， 玩具， 衛生設備 機器， 健康 器具， 写真機な 
どに おいて 電気 操作 スィ ツチ を もつ 様々 な 消費生活 製品に 囲まれて いる。 この 規格 は 主に 高齢者 • 障害者が 消費生活 
製品 を 使用す る 際の， 使用 性 を 向上され るた めの 指針と して 作成され たもので ある。 规 格の 適用に 当たって は 製品の 
種類 及び その他の 条件に 応じて 適宜 選定して 適用すべき ものである。 また， 設備 用， 業務 用， 専門家 用な どの 特殊な 
用途に 使用す る 機械 器具 は 対象と していない。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 一般 消費者が 日常生活で 使用す る 消費生活 用 製品 （以下， 製品と いう。） の 電気 スィッチ 
などの 操作 部に 視覚 障害者 や 視力の 衰えが みられる 高齢者 を はじめと する すべての 使用者 力 M 吏 用す る 消費生活 製品の 
操作 性 を 高める ために， それらの 製品 を 設計す る 際の 指針と して 基本的に 留意すべき 事項に ついて 規定す る。 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これら 
の 引用 規格 は， その 最新 版 を 適用す る。 

JIS S 0011 高齢者 * 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 凸 記号 表示 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次に よる。 

a) 操作 使用者が 目的 を 達成す るた めに， 製品に 対して 行う 行為。 

b) 操作 性 使用者が 製品 を 間違いな く 使用す るた めの， 操作の 分かりやす さ 及び 操作の しゃす さ。 

c) 操作 要素 使用者が 製品 を 操作す るた めに 直接 力 を 加える 部分 及び 操作の 仕方， 操作 方向， 操作 手順， 製品の 
状態な ど を 示す 表示 部分の 総称。 

例： ボタン， つまみ， 取っ手， ランプ， メータ， 表示 文字， 図 記号な ど。 

d) 操作 部 操作 要素の 集合体。 
例： 操作 パネルな ど。 

e) 操作 部分 使用者が， 製品 を 操作す るた めの 個々 の 部分。 

4. 一般的 原則 一般的 原則 は， 次に よる。 

a ) 製品の 設計に 当たって は， 使用者の 立場で 操作 性の 要因 を 十分に 考慮す る こと。 

この場合， "誰が"， "どのよ う な 状況で"， "どのよ うな 目的で"， "どめよ う な 方法で" 及び "どのよ う な 操作 
をしょう としてい るか" という 要因 を 考慮し， 更に 各 要因の 相互関係に ついても 十分に 考慮す る こと。 

b) 操作 性 は， 製品 開発 段階 (例えば， 製品 企画 段階， 設計 段階， 試作品の 検討 段階な ど） において， 十分な 検討 を 
行って 評価す る こと。 

c) 操作 性の 評価 は， 計測 器に よる 試験 • 評価が 困難な 場合が 多い ので， 想定す る 使用者に できるだけ 近い 評価 者 
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による， 実際に 近い 状況での 評価 を 行う こと 力、 望ましい。 

5. 留意 事項 

5.1 表示の 分かりやす さ 製品の 使用に かかわる 表示 は， その 製品の 使用 環境に おいて， 使用者に とって 分かり や 
すいもので， 次に 示す 事項 を 考慮す る こと 力 《 望ましい。 

a) 表示 （表示 文字' 図 記号' 絵文字） は， 認知し やすい 大きさと し， 配色' コントラストに ついては， 表示 面との 
識別が 明瞭で あるよう 考慮す る こと。 

b) 表示 は， 色 だけによ る 識別 は 行わない。 

c) 表示 文字 は， 認知し やすい '文字 間隔 • 線の 太 さ を 考慮す る こと。 

d) 操作しょう とする 状態で， 手な どに よって その 操作に 必要な 表示が 隠れない よ うにす る こと。 

e) 視覚 的な 表示の 他に， 必要に 応じ 触覚に よる 認知の ために 触覚 記号 等に よる 表示 も 考慮す る こと。 
f ) 視覚 的な 表示の 他に， 必要に 応 じ 聴覚に よ る 認知の た めに 音' 音声に よる 表示 も 考慮す る こと。 

g) 操作 部分に 関連す る 表示 部分 はでぎ る だけ 対象と する 操作 部分の 近く に 表示し， その 対応が 明確で 分かりやす 
いこと。 

h) 印刷な どに よる 表示 は， 通常の 使用で 容易に 消えない こと。， 

5.2 用語-図 記号の 分かりやす さ 製品の 使用に かかわる 用語' 図 記号 は， 使用者が 容易に 理解で きる ように， 次に 
示す 事項な ど を 考慮す る こと 力 望ましい。 

a) 操作 部の 機能' 働きな ど を 指し示す 用語 は， その 機能 や 働きな ど を 容易に イメージ でき， かつ， できる 限り 平 
易で 一般的な もの を 用いる こと。 あいまいで あったり， 専門的な 用語 や 技術的な 用語 を 用いない こと。 

b) 操作 部の 機能 • 働き など を 指し示す 用語 は， 原則として 日本語 を 用い， 外来語 を 用いる 場合に は， それが 外来 
語 と し て 使用者の 年代 を 問わず 一般的に 認知 されて いるものに 限り， カタ 力 ナで 表記す る こと。 

c) 英字の 組合せに よる 略語 （イニシャル 化した 略語） は， 一般的に 認知され ている もの や， 製品 名な どと して 使用 
する 以外 は， 原則として 使用し ない こと。 

d ) 同一 品 目 の 基本 機能 • 働 き を 指し示す 用語 は， 統一 し た 用語 を 使用す る こと。 

e) 限られた スペースに 点字で 用語 を 略語 ィ 匕して 表示す る 場合， 同一 品目に おいて は 統一した 略語 を 使用す る こと。 
f ) 技術的 用語 及び 専門用語で， 一般化した 日常 語に 置き換える ことができない 用語 を 使用す る 場合 は， 取扱 説明 
書な どで 用語の 説明 を 行う など， 使用者が 理解で き るよう に 工夫 をす る こと。 

g) 操作 部に 表示す る 用語と， 取扱説明書で 使用す る 用語 は 必ず 一致 させ， 取扱説明書 を 読んだ 使用者の 理解が 促 
進され るよう にす る こと。 

h) 図 記号 を 使用す る 場合 は， 使用者の 理解が より 促進され る 方向で ある こと。 



なお， 規格化 された 図 記号 又は 一般的に 普及して いる 図 記号 を 優先的に 使用し， 一般に 普及して いない 図 記 
号 を 使用す る 場合 は， 例えば， 操作 表示 用語 を 併記す るな ど， よく 吟味して 使用す る こと。 
5.3 操作 部の 位置 操作 部の 空間 的 配置 は， 使用者が 無理な く 操作で きる ように， 次に 示す 事項な ど を 考慮す る こ 
とが 望ましい。 

a) 使用者の 身体 寸法 及び 動作 範囲 を 考慮し， 使用 中に 身体の 一部が 意図し ないで 操作 部に 接触して 誤 操作 を 起こ 
す ことがない ようにす る こと。 

b) 使用者の 手が 単に 操作 部に 届 く だけで な く ， 製品の 外形から 操作 部の 位置が 容易に 判断で き る こと。 

5.4 操作 要素の 配置 操作 要素 は， 使用者の 混乱 • 使用 意欲の 減退 を 引き起こさな いように， 操作の 優先 度 を. 考慮 
して 配置し， 使用者が 目的と する 操作 を 行う 際に 必要な 操作 部分 や 表示 部分 を 探し やすく， 操作 方法 を 理解し やすい 
ように， 次に 示す 事項な ど を 考慮す る こと 力 S 、望ましい。 

a ) 操作 部分 と 操作に よ つ て 作動す る 部分 と の 位置 関係 は 分か り やすい 配慮が な されて いる こと。 - 
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b) 操作 要素の 中で， 目的と する 操作に 必要な 操作 部分と 表示 部分が 容易に 区別で きる ようにす る こと。 

c) 操作 要素 は， 使用 頻度， 操作 手順な ど を 考慮し， 一貫性の ある 配置に する こと。 

d) 操作 要素 は， 機能 ごとに 形状， 大きさ， 色調な どで ダル一 プ 化して いる こと 力 望ましい。 
5,5 操作 要素の 使いやす さ 操作 要素の 使いやす さは， 次に よる。 



a) つまみの 回転す る 方向 ゃスィ ツチの 作動 方向 は， 使用者の 自然な 認知 • 動作 特性に 適合す るよう に， 次に 示す 
事項な ど を 考慮す る こと 力、、 望 ま し い。 

1) 操作 方向と 操作に よって 起こる 変化との 間に， 使用者が 容易に 理解で きる 分かりやすい 配慮が なされて いる 
こ と。 

2) "入"'" 切" 及び "強"'" 弱" の 調節な ど， 互いに 関連す る 操作 要素に ついては， それらの 操作の 方向に つい 
て 一貫性 を もたせる こと。 



b) 使用者が 直接 操作す る 操作 部分 は， 使用者が 操作 方法 を 容易に 理解で きる とともに， 操作 状態に おける 身体の 
特性に 適合し， 目的と する 操作 力 f 容易に 行える ように， 次に 示す 事項な ど を 考慮す る こと カ漥 ましい。 
1) 押す， 引く， 回すな どの 操作 方法が 容易に 理解で きる 形状と する こと。 



2 ) 適度な 力で 操作が できる 形状， 大きさと する こと。 

3 ) 滑り やすい 操作 部分の 場合 は， 適度な ひっかかり を 付けたり， 指の かかりが よい 形状と する こと。 

4 ) 接近して 並ぶ とき は， 指 力 Mfe の 操作 部分に 当たらな いような 形状 及び 間隔に する こと。 

5 ) シート 状の キーの ような 操作 部分 は， 表面に [H] 凸， 凸 記号な ど を 付け， 押す 位置が 触覚 的に も 判別で きる よ 

うにす る こと。 



6) 同形 状の 操作 部分 を 連続して 配列す る 場合 は， その 中で 基準と なる 操作 部分 を 視覚， 触覚な どで 読み取れる 
ようにす る こと。 

7) 押しながら 回すな どの， 複合 的な 動作 を 要求し ない こと。 ただし， 火災， 障害な ど を 防止す る 目的の 場合 を 
除く。 

8 ) 誤 操作 を 防止す る 目的 以外で， 二つの 操作 部分 を 同時に 操作す る 操作 方法 を 用いない こと。 

9 ) できる 限り， 一つの 操作 部分に は 一つの 操作 機能 を 割り当てる こと。 

やむをえず一 つの 操作 部分に 複数の 操作 機能 を 割り当てる 場合に は， 機能の 働きの 違い カ洛 易に 分かる よ 
う な 適切な 表示 手段との 連動 を 考慮す る こと。 

10) 押す 時間の 長さで 機能の 使い分け をし ない ことが 望ましい。 

11) 軽く 触れる だけで 作動し ない ことが 望ましい。 

12) 両手 を 同時に 使わなければ ならない 操作 は 避ける ことが 望ましい。 

13) 左右 どちらの 手で も 操作で きる こと 力 3、 望ましい。 
5.6 手順の 分かりやす さ 

5,6.1 基本 機能の 操作の 明確 化 使用者が， その 製品の 基本 機能 を 容易に 使用す る. ことができる ように， 次に 示す 
事項な ど を 考慮す る ことが 望まし い。 

a) 基本 機能 を 開始させる 操作が， 操作 部から 容易に 理解' 判別し やすい こと。 

b) 基本 機能 を 終了させる 操作が， 操作 部から 容易に 理解 • 判別し やすい こと。 

5.6.2 操作 手順での 配慮 タイマー 予約 操作， コース 設定な どの， 幾つ もの 数値な ど を 入力す るよう な 操作に おい 
て は， 使用者が 習得し やすく， また 忘れた 場合の 手掛かり を 得 やすいよ うに， 次に 示す 事項な ど を 考慮す る ことが 望 



a) 操作の 手順 を， 選択肢 を 重ねた 階層 構造と する 場合 は， その 階層 構造が あまり 複雑に ならない ようにす る こと。 

b) 操作の やり直しが しゃすい ように， 分かりやすい 手順の 戻し 操作 手段 を 設ける こと。 

C ) 操作 手順の 中での 現在の 位置 状況が 分かる よ う に， 適切な 表示 手段との 連携 を とる こと。 



ましい。 
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d) 使用者の 操作 を 受け付ける 時間に 制限 を 設ける 場合に は， 操作に 慣れない 使用者で も 頻繁に 制限に 至る ことの 
ないよう， 適切な 余裕 時間と する こと。 また， 使用者に 制限時間の 存在 を 示す こと， 更に は 制限時間に 至る 過 
程 を 通告す る 手段 を 設ける こと 力 望ましい。 

5.7 適切な フィードバック 使用者が 操作に 対する 結果 や 状況 を 確実に 認識し， スムーズに 次の 操作に 移る ことが 

できる ように， 次に 示す 事項な ど を 考慮す る ことが 望ましい。 

a) 操作に 対する 結果 （"正常に 受付"， "エラー" など） を 使用者に 明確に 伝える ために， 視覚 的 • ft 覚 的-触覚 的な 
フィードバック を 行う こと。 

b) フィードバック は 操作 直後に 行う こと。 ただし， 操作に よる 結果に 時間が かかる 場合 は， 動作 状態 (機能が 動作 
している か 否 力り も 知らせる こと。 

C) 一連の 操作に 対する 反応 時間に は， 極端な 偏りがない ようにす る こと。 

d) 各 操作 ステップ を 踏んで 操作す る ものに ついては， 現在 どの 段階に いて， かつ， 何 をして いるの かも 知らせる 
こと。 

e) フィー ドバッ クの 方法 は， 使用者の 知覚 • 認知 • 運動 特性 を 考慮して 設定す る こと。 

f ) フィードバック は， 視覚 的 • 聴覚 的. 触覚 的に 分かり やすくし， 内容に より 重複して 行う こと。 

g) 同一の 操作に よって， 設定 値 や 設定 モードな ど 複数の 選択肢 を 一定の 順番で 切り換える （サイ クリ ック） 操作 方 
法に おいて は， 基点に おいて 音 や 音声 を 発する， 視覚 表示す るな ど 適切に フィー ドバッ ク する 補助 手段 を 設け 
る こと。 

h) つまみの 回転 量な ど 操作 量と 表示 量との 関係 は， 使用者の 知覚 • 認知 • 運動 特性 を 考慮して 設定す る こ と。 

5.8 報知 音の 分かりやす さ 操作の フィードバック や 操作 ガイ ド， 機器の 状態な ど を 知らせる ための 情報 伝達の 手 
段と して 用いる 報知 音 や 音声 は， 通常 それらが 用いられる と考えられる 様々 な 使用 環境に おいて， 使用者に とって 聞 
き 取り やすく， 目的 や 意味が 理解' 判別し やすいよ うに， 次に 示す 事項な ど を 考慮す る ことが 望ましい。 

a) 報知 音 は， 聴覚の 衰え や， 報知すべき 距離， 周囲の 環境 音な どに 考慮し， 過不足な いよう 音量 や 音質 や 音の 持 
続 時間 を 適切に 設定す る こと。 また， 可能な 限り "入"， "切" 機能 や 音量 調節 機能 を 設ける よう 配慮す る こと 
が 望ましい。 

b) 操作の 確認， 操作の 誤りな ど を 報知す る 音 は， 操作と 報知に なるべく 時間 差がない よう 配慮す る こと。 
C) 報知 音の 種類， 区分， 組合せ は 極力 シンプル にし， 容易に 判別し やすくす る こと。 

5.9 触覚に よる 使いやす さ 製品の 操作 部に 凸 記号 を 表示す る ことによって， 視覚 障害者 や 視力の 衰えが みられる 
高齢者 を はじめと する 使用者の 操作 性の 向上 を 図る ために 用いる 押しボタン 式の 操作 部な ど は， J1S S 0001-1 によ 

る ほか， 次に よる。 

5.9.1 凸点を 表示す る 操作 部分 凸点を 表示す る 操作 部分 は， 次に よる。 

a ) 視覚 障害者に と つ て 特に 有効な 操作 部分 

5.9.2 凸バ一 を 表示す る 操作 部分 製品に おける 基本 機能の スタート 及び 終了 （停止） を 兼用して いる 操作 部分 (ON/ 
OFF 兼用の 操作 部分） に は 表示し ない。 

なお， 凸 バーの 使用 は 必要 最小限に 止める。 
5.10 誤 操作の 対処' 防止 使用者が 機器に 対した ときの 操作 方法の 想定の 仕方 や， 操作 部分に 加える 力 加減な ど 

は， 年齢， 障害の 程度， 関連 機器の 操作 経験の 有無な どに よって 大きぐ 異なる。 したがって， 使用者 は 設計者が 想定 
した 正しい 操作 をす ると は 限らない ので， あらかじめ， 誤 操作 を 予想した 設計が 必要で あり， 次に 示す 事項な どを考 
慮す る ことが 望ま しい。 

a) 不用意に 操作して はならない 重要な 操作 部分 は， 他の 操作 部分から 離して 配置したり， ロック 機構， カバ一 な 
ど を 設ける こと。 

b) 誤 操作した 場合 は， その 状況が 使用者に 直ちに 分かる ように 表示， 報知 音， ランプな ど， なるべく 使用者の 複 



5 

S 0012 ： 2000 

数の 感覚に 訴える 注意 '警告 を 行う こと。 
c) 万一 誤 操作した 場合 は， 操作の 途中から でも 元の 状態に 容易に 復帰で きたり， やり直しが できる ようにす る こ 
と C 

5.11 取扱いの しゃす さ （参考） 使用者が 容易に 使用で きる よう， 次に 示す 事項な どに ついても 考慮す る ことが 望 
ましい。 

a) 設置 及び 接続の しゃす さ 持ち運び のし やすさと も 関連す る 力、 設置が 容易な 構造で ある こと。 また， 配線な 
どの 接続が しゃすい ように 配慮 を 行う こと。 

b) 収納の 簡便 さ 季節 商品な どの 収納の 際に， 収納 箇所 • 収納 順序な どが 分かりやす いよう に 梱包に ィ ラス ト を 
入れるな どの g 己 慮 をす る こと。 

c) 扉 及び ふたの 開閉の しゃす さ 扉 や ふた を もつ ものに あって は， 開閉 時に 使用者に 負担が かからな いよ う なバ 
ランスの よい 構造と する こと。 

d) 持ち運びの しゃす さ 持ち運び できる ものに あって は， 取っ手な ど は 製品 重量の バランスの よい 箇所に 設ける 
こと。 また， 重量 物に は キャスター など を 設ける こと。 

e) 手入れの しゃす さ 日常の 手入れ を 必要と する 場合 は， 分解， 組立て が 容易で あり， 汚れが 付着しても 容易に 
清掃で きにくい 素材 を 採用す る こと。 

f ) 製品の 型番の 表示 製品の 型番 は， 見やす い 位置な どに 配置し 明確に 表示す る こと。 
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高齢者 ，障害者 配慮 設計 指針 一 
消費生活 製品の 操作 性 

解説 

この 解説 は， 本体に 規定した 事枘 ^， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので あり， 规 格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問い合わせ は 財団法人 日本 規 
格 協会に ご連路 ください。 

1. 制定の 趣旨 及び 経緯 

1.1 制定の 趣旨 現在， 我が国で は 急速な 高齢 化が 進展 U ており， 介護 • 介助 を 必要と する 高餘 者の 増加 は 今後一 

層 深刻な 問題と なる。 

高齢者の 問題点の 一つ は， 加齡 などに よる 心身 機能の 低下に よ り 日常生活 において 各種 生活 用品の 使用が 困難と な 
る ことで ある。 また， 障害者 も 健 常 者 を 想定して 設計され た 生活 用品 を 使用す る 隙に 不便 さ を 感じて いる ことで ある。 

高齢者' 障害者の 日常生活での 自立， さらに は 生活の 質 （Quality oflife) を 高める ために は， 高齢者' 障害者に 配慮し 
た 生活 用品の 提供が 必要で ある。 
このために は， 

a) 製品の 設計 開発 段階から 高齢者 • 障害者の ニーズに 配慮した 設計が なされ， 製品が 提供され る こと 

b) 同居 家族と 共同で 使用す る ことが 多い 生活 用品 は， 高齢者' 障害者 だけでなく 健 常 者 も 使用し やすい 製品 (共用 
品） とする こと 

が 求められ ている。 

しかし， メーカー 各社の 製品 設計に おいて， 高齢者' 障害者の ニーズの 配慮 方法が 各社で 異なる と 一部の 使用者に 
混乱 を 与える 可能性が あ る ため， 配慮 方法の 標準化が 求められ ている。 

1998 年に 日本 工業 調査 会から 出された "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づき， 
電気 操作 スィ ツチ を もつ 消費生活 製品に おいて 高齢者 • 障害者 を 含めた すべての 使用者に 対し 機器の 操作 性 を 向上 さ 
せる ために は 操作 性に 関する 配慮 指針の 制定が 必要で あり， この 规格を 制定す る ことと なった。 また， 国際的な 標準 
化の 動向と して は， 1998 年 チュニジアで 行われた ISO (国際 標準化 機構) の 第 20 回 COPOLCO (消費者 政策 委員会) 総会 
において， 日本から 設置 提案 を 行った "高齢者' 障害者へ 特別な 二一 ズ" の ワーキング グループ (WG) が 設置され， 
日本が 議長 国と なって 推進して いる ことがあ げられ る。 

1998 年 10 月から， 2 000 年 2 月までに 5 回 開催され た ワーキンググループ (WG) において， 高齢者 • 障害者の 特別な 二 
ーズ "政策 宣言" 及び "ガイ ド （案）" の 作成 を 行った。 "政策 宣言" は 公布の 手続きが 進められ ている。 また "ガイ 
ド （案）" に関して は， ISO/TMB の 下に Ad hoc TAG (作業 委員会） に 審議の 場 を 移行して 引き続き 検討す る ことと なり， 
2001 年 3 月の 完成 をめ ざし 作業が 進め られる ことにな つた。 • 

国際的な 立場で 高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 を 積極的に 推進して いる 日本と して， この 設計 指針 を 含め， 必要 
性の 高い 領域での 標準化 を 世界に 先駆けて 実施し， 国際的な 場で 提案し， 世界に 貢献 をして いく 必要性 も ある。 
1.2 制定の 経緯 "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づき， 配慮 製品の 標準化 調査 
研究の ために， 1998 年 6 月， 財団法人 日本規格協会に" 高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 調査 委員会" （委員長 西 

解 1 
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原 主計） を 構成し， 更に 関係者の 幅広い 意見 を 求める ために ワーキンググループ を 設置し， ニーズの 調査 を 実施し 
た。 更に 1999 年 7 月に は， 凸 記号 表示 及び 操作 性に 関する 配慮 指針 を 検討す るた めに "操作 部 ワーキング グループ" 
を 設置し， 2000 年 3 月までに 5 回の 委員会 を 行い， JIS 原案 作成の 審議 力 行われた。 

1.2.1 JIS 規格化の 考え方 家庭な どで 使われる 各種 機器の 操作 部分 は， 高齢者 や 障害者に とって 様々 な 使いに く さ 

を 残して いる。 また， 身体 的な 機能 低下 を 起こして いない 健 常 者に とっても， 高齢者 や 障害者 を 意識した 改善な どが 
操作 部に 施される ことによってよ り 使いやすく なること が 考えられる。 

操作 部 ワーキング グループ では， 家電 製品， 情報通信 機器， 住宅 設備 機器， 事務機器， 衛生設備 機器， 玩具な どの 
各種 機器の 操作 部に 関し， 高齢者 及び 障害者の 不便 さや ニーズの 調査 を 行い， また 各 業界で 自主的に 進めて いる ガイ 
ドラ イン 化， 規格化な どの 活動 内容 を 参考と して， 操作 性に 関する JIS 化 を 検討した。 

1.2.2 既存 JIS 規格 及び 団体 規格の 調査 財団法人 家電 製品 協会で は， 1994 年に "家電 製品の 操作 性向 上の ための ガ 

イド ライン" を まとめた。 この ガイドライン を もとにして， 1996 年に "JIS C 910 2 ， 家電 製品の 操作 性に 関する 設 
計 指針" が 制定され た。 

その後， 家電 製品 協会で は， "家電 製品の バリア フリー 化の あり方 を 調査 研究す る 活動" を 1996 年度から 3 か 年 計画 
で 推進した。 初年 度に は， 400 人の 高齢者と 202 人の 視覚 障害者の 方々 に 家電 製品 （16 品目） の 使用 実態に ついて 基礎的 
な 調査 を 実施した。 翌年の 1997 年度の 調査で は， 初年 度の 基礎 調査の 検証 も 兼ねた 深 掘 調査と して 家電 4 品目 （ビデオ， 
洗濯機， 電子レンジ， ラジカセ） に 絞り グループインタビュー 形式で， 実際に 家電 製品 を 使用す る 際に 苦労して いる 
点， 改善 要望， 意見 並びに 視覚 障害者 力た て 夫して 使用して いる 具体的な 事例 を 収集した。 また 家電 製品 メ一 カー 各社 
が 工夫した 配慮 製品に 実際に 触れても らい， 各 メーカ一 が 取り組む 改善の 方向の 正し さ を 検証した。 更に， 海外 先進 
国 （イギリス， スゥヱ 一 デン， ドイツ， アメリカの 4 か 国） における 製品の バリア フリー 化に 関する 調査な ども 踏まえ， 
1998 年度に， "高齢者 * 障害者に も 使いやすい 家電 製品 開発 指針" を まとめた。 また， 同 協会で は， 1997 年度に "家電 
製品に おける 操作 性向 上の ための 凸 記号 表示に 関する ガイ ドラ イン （第 1 版)" を まとめ， 関連 工業 会で 検討 を 行った。 

操作 部 ワーキンググループ では， 財団法人 家電 製品 協会が 作成した "高齢者' 障害者に も 使いやすい 家電 製品の 開 
発 指針 （1999 年 3 月）"， "家電 製品に おける 操作 性向 上の ための 凸 記号 表示に 関する ガイ ドラ イン （第 1 版） （1998 年 9 月）" 
及び JIS C 9102 を 参考と して， 消費生活 製品の 操作 性向 上 を 目的と した JIS 規格 ィ 匕の 検討 を 行った。 
1.2.3 JIS 規格の 部門 家電 業界 だけでなく， あらゆる 消費生活 製品の 中で 操作 部 を 有する 機器 を 適用 対象と して， 
操作 性向 上に 関する 要求 事項 を 高齢者 • 障害者 を 含む すべての 人に 対して 配慮すべき 指針に ついて 規定す る こと と し 
た。 

したがって， JIS の 部門 は， すべての 消費生活 製品 を 対象と している ので" S (日用品）" とした。 
1*2.4 原案 作成と 関係 団体への 耆面 審議 JIS 規格の 原案と して， 操作 部に 凸 記号 表示 を 行う 場合の 指針と して" 高 

齢 者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 凸 記号 表示" を， 操作 部 全般に 対する 配慮 事項 を "高齢者 • 障害者 配慮 
設計 指針 一 消費生活 製品の 操作 性" に まとめた。 この 二つの JIS 原案 を 操作 部 ワーキングで 検討し， さらに その 結果 
を 高齢者， 障害者 配慮 製品 標準化 調査 委員会で 審議した。 また， 関係す る 団体に 書面に て JIS 原案の 審議 を 依頼し， 
各団体からの 意見 も 踏まえて 最終 原案と した。 書面 審議 を 依頼した 団体 は 次のと おりで ある。 （順 不同） 
社団法人 日本 住宅 設備 システム 協会 社団法人 日本 事務 機械工業 会 日本 写真機 工業 会 
日本 健康 福祉 用具 工業 会 財団法人 家電 製品 協会 通信 機械工業 会 社団法人 日本 冷凍 空調 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 社団法人 日本 電子 機械工業 会 社団法人 日本 電子 工業 振興 協会 
社団法人 日本 玩具 協会 社団法人 日本 スポーツ 用品 工業 会 社団法人 日本 ガス 石油 機器 工業 会 
原案 は， 平成 12 年 7 月 15 日に 開催され た 日本 工業 標準 調査 会 消費生活 部会 (部会 長 小 見 山 ニ郎） の 審議 を 経て 平 
成 12 年 11 月に 制定され た。 

2* 審議 中 特に 問題と なった 事項 

解 2 
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2.1 JIS 規格の 対象 操作 部 を 有する 消費生活 用 製品に は， 家庭の 中に 設置され ている もの 以外に， 自動販売機， 
券売機， ATM 機な どのよ う に 外出 先な どで 操作す る もの も 含まれる ので はない かとい う 意見が あった。 外部に 設置 
して ある このよ う な 機器に 対する 不便 さ， 改善に ついての 意見 も 出た 力、 今回の 検討で は 対象 商品 を 家庭に ある 消費 
生活 用 製品に 絞った。 

2.2 規格の 適用 各団体から 提案され た 意見の 中には， その 機器 特有の 事項 も 含まれて おり， すべての 機器に 関す 
る 項目 を 網羅す ると 膨大な ものと なり， 事実上 無理で ある。 したがって， 序文に "規格の 適用に 当たって は 製品の 種 
類 及び その他の 条件に 応じて 適宜 選定して 適用すべき ものである" こと を 明記した。 また， "設備 用， 業務 用， 専門 
家 用な どの 特殊な 用途に 使用す る 機械 器具 は 対象と していない" こと も 明記した。 

3. 適用 範囲 "電機 操作 スィッチ を もつ 様々 な 消費生活 製品" の 操作 性 を 高める ために， それらの 製品 を 設計す る 
際の 指針と して 留意すべき 事項 を 規定して いる。 製品の 操作 性 は， 製品の 機能， 性能， 安全性な ど 多くの 製品 特性と 
関係が ある 力、 この 规格 では 操作 性の 向上 だけ を 対象と している。 例えば， 安全性に ついては 各 製品 ごとの 安全 基準 
が 優先され るた め， この 規格で は 安全性に 直接 関連す る 事項に ついては 触れて いない。 

なお， 具体的な 機器の 例と して は， 次の ような ものが ある。 

家電 製品 （ラジカセ， ラジオ， テレビ， ビデオ， エアコン， 電子レンジ， ジャ一 ポット， 加湿器， 洗濯機， 乾燥機 
など） 

情報通信 機器 (電話， 携帯電話， ファクシミリな ど） 
OA 機器 (電卓， パソコン， コピー 機な ど). 
燃焼 機器 (石油 ファン ヒータ一 など） 
玩具 (幼児 用） 

住宅 設備 機器 (給湯器， 暖房 • 冷房 機器， 換気 ユニット， 温水 洗浄 便座， 住宅 情報 システム など） 
健康 福祉 用具 (介護 用 電動べ ッ ド など） 
写真機 （フィルム カメラ， デジタル カメラ） 

4, 規定 要素の 規定 項目の 内容 

4.1 定義 (本体の 3，） 家電 製品に 限定され ている JIS C 9102 の" 用語の 定義" を もとに， 消費生活 製品 全般に 当 
て はまる ように 字句 を 修正した。 また， JIS S 0011 "高齢者' 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 用品の 凸 記号 表示" 

と 整合 させ， "操作 部" と "操作 部分" を 区別して 定義した。 ここでい う "操作 部" と は， 操作 要素の 集合体で あり， 
操作 パネル 部 や リモコン など を 指して いる。" 操作 部分" と は， 操作す るた めに 直接 力 を 加える 部分 をい い， ス イツ 
チ， ボタン， つまみ， 取っ手な ど をい う。 

4.2 一般的 原則 （本体の 4.) 操作 性 を 向上させる 方策 は， 様々 な 要因に よって 大きく 異なる。 この 項と して 挙げた 
項目 は その 中で も 主要と される 要因で ある。 

a) 誰が 使用者に よる 違い。 高齢者， 障害者 を 含めた すべての 使用者への 配慮 はもと より， 当該 製品への 慣れ， 
知識， 生活 習慣な ど 使用者に 関して 考慮すべき 点 は 多い。 

b) 状況 使用者の 周囲の 明るさな どの 物理的 状況 だけでなく， 心理的 状況， さらに は 助言者の 有無な ど 様々 な 状 
況の 違いの 考慮が 必要で ある。 



c) 目的 ボタン 一つと つても， "電源を入れる" 目的の ボタンと "音量 を 調節す る" 目的の ボタンで はおの ずと 考 
慮すべき 点 は 異なる。 

d) 方法 例えば 照明器具の 電源 操作に おいても， "壁" スィッチ を 使う 場合， "ひも" スィッチ を 使う 場合 又は リ 
モコン を 使う 場合で は それぞれ 操作が 違うた め， 酉 己 慮すべき 内容が 異なる。 

e) 操作 押す， 回す， 選ぶな どで 操作 要素の 形， 表示 内容な どが 異なる。 
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f ) 相互関係 上記の 各 要因 は 独立した もので はない。 その 製品の 操作に 慣れた 若者が 行う 場合と， 高齢者が 初め 

て 購入した 機器 を 操作す る 場合で は， 考慮すべき 内容が 大幅に 変わる と考えられる。 
4.3 留意 事項 (本体の 5.) 

a) 表示の 分かりやす さ JIS C 9102 では "表示の 見やす さ" となって いる 力、 視覚 障害者の ための 触覚 記号に 
よる 表示 及び 音 • 音声に よる 表示な どの 配慮 事項 を 考慮し， "表示の 分かりやす さ" とした。 

表示の 分かりやす さに ついては， 財団法人 家電 製品 協会 作成の "高齢者 • 障害者に も 使いやすい 家電 製品 開 
発 指針" の 解説から 関連す る 部分 を 引用す る。 

表示 (表示 文字 ' 図 記号 • 絵文字） の 認知し やす さ を 決定す る 要因に は， 表示 文字で あれば 書体， 文字の 大き 
さ， 文字の 太 さ， 文字 間隔， 文字 色調， 背景 色調な ど 力 と考えられる。 この 中で 特に 影響が 大き いのは， 文字の 
大きさと 背景との コントラスト 及び そ の 相互の 関係が 挙げ られ る。 これら の 最低 基準 を 定量 的 に 示す こ と が 望 
ましい が， 実際に は 製品の 使用者， 使用 状態， 使用され る 環境な どに 大きく 左右され るので， 一義的に 決定す 
る こと は 困難で ある。 しかし， 高齢者 も 含めた 使用者 調査な ど を 総合した 経験的 目安と して， 解説 表 1 に 示す 
値 を 満たす こと 力 S 、望ましい とされて いる。 



解説 表 1 望ましい 文字の 大きさと コントラスト 



表示 文字の 大きさ （高さ） 


3.0 匪 以上 


コントラスト （明度 差） 


4.0 以上 



備考 コント ラス トは マンセル 値の 明度 差 を 示した もの。 
有 彩色 も 明度 差で 判断す る。 

〔財団法人 家電 製品 協会 • 編 ： 家電 製品' 操作 性の ガイ ドラ イン 

株式会社 通 産 政策 広報 社 (1994) 〕 



次に， 家庭内で 家電 製品 を 使用 するとき の 操作 面の 照度 を 測定した 結果 を 解説 表 2 に 示す。 操作 面に おける 
明るさの 下限と して は， 照度 30 Ix 程度 を 考慮す る ことが 望ましい。 しかし， 場所に よって は 10 Ix 程度のと こ 
ろ も ある こと， また 高齢者 や 視覚 障害者の 視力 を 考慮し， 製品に よって は その 対応が 必要で ある。 
解説 表 2 家電 製品の 家庭内の 設置 場所に おける 操作 面の 照度 

単位 Ix 



明 る さの 
状態 


製品 


洗濯機 


電子レンジ 


石油 フ ァ ン ヒーター 
石油 ストーブ 


測定 面 


水平面 


垂直 面 


水平面 


垂直 面 


水平面 


垂直 面 


50 % 以上の 家庭での 明るさ 


100 


35 


110 


100 


100 


100 


70 % 以上の 家庭での 明 る さ 


50 


19 


70 


50 


43 


40 


80 % 以上の 家庭での 明るさ 


30 


10 


40 


40 


30 


27 



〔財団法人 家電 製品 協会 ， 編 ： 家電 製品 • 操作 性の ガイ ドラ イン 株式会社 通 産 政策 広報 社 



(1994)〕 

また， 窓際の 直射日光が 当たる 場所の ように， 周囲の 照度が 明るい 場合 も 想定す る 必要が ある。 特に 表示灯 
など は， 明るい 場所 ほど 点灯が 視認 しに く く なる。 

想定す る視認 '認知 距離 は， 製品 を 手で 操作す る こと を 基準と すると 3()〜6() cm となる。 製品の 機能， 設置 条 
件， 表示 内容， 表示 手段， 目的な どに よって， また， 使用者の 認知 能力 (視覚， 聴覚， 触覚） を 考慮し， さらに 
大きな 視認 • 認知 距離 を 想定す る 必要が ある。 
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年金 ft 合 研究 センタ一 の 調査に よると， 男性で は 85 歳 を 過ぎても 78,9 % が 新聞 を 読む が 女性 は 49.1 % である。 
テレビが 年代に よ り 視聴率 カ泻 えてい るのと は 異なる 状況 を 示して いる。 それ は 加齢に 伴う 裸眼 視力の 低下が 
起こり， 老眼が 40〜60 歳ぐ らいまでに 進行す る ことによ り， 文字が 読み づ らいと いう 目の 機能 低下が 起こる こ 
とに よる。 視力の 変化 はおお むね 次のと. おりで ある。 
裸眼 視力 60 歳 代 0.5〜0.6 
70 歳 代 . 0.4 弱 
80 歳 代 0.2 〜 0.3 
文字から 目を離して ピン トの 合う 距離 
20 歳 代 10 センチメートル 
40 歳 代 18 センチメートル 
5Q 歳 代 50 センチメートル 
60 歳 代 100 センチ メー ト ル 
("高齢者に やさ しい 商品 開発" 服 部 万里 子 著 日本 経済 新聞社より 引用） 
使用者の 視力に ついては， 全 世代の 平均 的な 視力で はなく 高齢者， 視覚 障害者 を 想定す る ことが 望まれる。 
人 は， 加齢に 伴い 解説 図 1 に 示す ようによ く 見える 距離の 範囲が 狭くなる。 また， 遠くから 近くに 視線 を 移 
動した ときな どの 焦点が 合う 速さが 遅く なる。 さらに， 明るい 場所から 暗い 場 ベ 移動した と きな どに 暗 順応 
する 能力 も 解説 図 2 に 示す ように 低下す るので， 暗い 場所に 設置され る 製品に は， 特に 考慮が 必要と なる。 



節 
力 

(D) 



15 



10 







100 



75 一 



近 
点 

(cm) 



50 



25 








10 



20 



50 



30 40 
年齢 （歲) 

解説 図 1 視点の 近 点と 調節 力の 年餘 による 変化 

[佐 藤 方彦他 ： 人間工学 基準 数値 数式 便覧 技法 堂 出版 (1992)] 
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8 
7 

ど 6 
孔 

径 5 

(mm) 

4 
3 
2 

10 20 30 40 50 60 70 
年齢 （歲） 

解説 図 2 明 • 暗 順応 時の ど う 孔の 年齡に よる 変化 

[金子 末子 他 ： 高齢化社会と 視 環境 人間工学 Vol. 25 No. 3(1989)] 
色彩 を 使用す る 場合 は， 高齢 化に よる 色の 見え 方の 変化 を 考慮す る 必要が ある。 人 は， 25 歳 頃から 加齢と と 
もに 水晶体が 黄色な どに 変化し 始め， 40 歳 頃から 色の 見え 方の 差が 出て く る。 60 歳 以降で は それが 顕著に 現れ 
るよう になる （下記 参照）。 これが 高齢 化に 伴う 後天的な 色覚 異常の 代表的な 現象で ある。 
実際の 見え 方と して， "青 紫" 及び "青" は， "暗い 青" 又は "黒" に 

"緑" 及び "黄緑" は， "青"， "青 緑" 又は "濃い 緑" に 
"黄" は "白" に . 

"赤" は "暗い 赤" 又は "ピンク" に 見える ようになる。 
したがって， 上記の 色の 組合せ は 区別し にく くなる。 

区別し にくい 色の 組合せと して "白" と "黄"， "黒" と "青"， "緑" と "青" が 挙げられる。 また， 高齢 
者-弱視 者 は， "白い 背景" に "赤い 文字" は視認 しにくい ので 特に 注意が 必要で ある。 

目に 現れる 老化の 一つに 老人性 白内障が ある。 これ は， 水晶体が 濁って 不透明に なり， また 茶色 味 を 帯びる 
ため， 視力が 低下し， 色の 区別が 困難に なり， 著しい 場合 は 失明に 至る ものである。 水晶体が 茶色 味を带 びる 
ことによって， 緑 • 青 は 黒っぽく 見え， ピンクと 赤の 区別が 困難になる。 

白内障 は 50 歳 代で 60 %， 70 歳 代で 90 %， 90 歳 代で ほとんど 100 % の 人に みられる といわれる 力、 水晶体の 
どの 部位の 滞りが 強い かによ つて 自覚症状が 出る 場合と 出ない 場合が あり， また， 症状 も 違う。 治療 は 手術に 
よって 濁った 水晶体 を 取り除き， 代わりに 人工の プラスチック レンズ を 挿入す る。 （東京都 老人 総合 研究所 編 
"サクセス フル エイ ジン グ" 株式会社 ワールド プランニングよ り 引用） 

触覚に よる 認知の ための 触覚 記号に よる 表示に ついては， 広範な 使用者が 触 知し やすい 凹凸の 形状 や 寸法 を 
考慮す る 必要が ある。 

凸 記号 表示に 関して は， JIS S 0011 "高齢者-障害者 配慮 設計 指針一 消費生活 製品の 凸 記号 表示" に 規定 さ 

れ ている。 

他に "触覚に よる 認知" として は， 振動に よって 操作 部分の 位置 や 意味 を 指し示す ような もの も 含まれる。 
点字に ついては， 凸 点の 形状， 大き さ を 均一に する こ と 及び 材質に よ る 感触の 違い も 考慮し 触 知し やすい 表 

示と する ことが 必要で ある。 点字の 印刷 方式， 寸法， 高さな どに ついては， "TR T 0007 ： 2000 紫外線 硬化 樹 

脂 インキ 点字 加工 技術" に 記述され ている。 

視覚 的な 表示の 他に， 音 • 音声に よる 表示 も 考慮す る ことが 望ましい。 聴覚に よる 認知の ための 音 や 音声に よ 

る 表示に ついては，. 製品の 使用者， 使用 状態， 使用され る 環境な ど を 考慮し， 適正な 周波数 带、 適切な 強さ， 
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他の 音 との 区別， 目 的に 合つ た 特性 (情緒 性） な ど を 考慮す る こと が 必要で ある。 
b) 用語， 図 記号の 分かりやす さ 外来語の 表記に ついては， 平成 3 年 6 月 28 日 内閣 告示 第二 号 を 参照され たい。 

図 記号 を 使用す る 場合， JIS， ISO, lEC などの 国際規格 及び 団体 規格で 定められた 规 格が ある もの は， それ 
らと 整合 を 図る ことが 望ましい。 関連す る 主な 図 記号 规格を 示す。 

1 ) JIS 

JIS B 0139 複写機 一 図 記号 

JIS S 0101 消費者 用 警告 図 記号 

JIS Z 0152 包装 物品の 取扱い 注意 マーク 

2) ISO 

ISO 38o4 Darety colours and safety signs 

ISO 7000 Graphical symbols for use on equipment ― Index and symbols 

ILc- 6041 i -1 Graphical symbols for use on equipment ― Part 1 : Overview and application 

lEC 60417-2 Graphical symbols for use on equipment ― Part 2 : Symbols originals 

3) 工業 会な どの 規格 

EIAJ CP- 1103 AV 機器の 図 記号 (社団法人 日本 電子 機械工業 会 発行） 

CES-D1 ファクシミリに 関す る 絵文字 表示 (社団法人 通信 機械工業 会 発行） 

CES-D2 電話機に 関す る 絵文字 表示 (社団法人 通信 機械工業 会 発行） 

JBMS 12 事務 機械に 関する 絵文字 表示 (社団法人 日本 事務 機械工業 会 発行） 

JEIDA パソコン 図 記号 ガイ ドラ イン （社団法人 日本 電子 工業 振興 協会 発行） 

JCIS26 カメラの グラフィック シンボル （日本 写真機 工業 会 発行） 

DSCSG002 デジタル カメラ • グラフ ィ ック シンボル （日本 写真機 工業 会 発行） 

AS- D0001 〜0003 セキュリティ 関連 表示 機器の 絵文字 表示 (住宅 情報化 推進 協議会 発行） 
C) 操作 部の 位置 例えば 冷蔵庫の 扉の 開閉 時の ような 場合， 操作 部の 高さに よって 使用者の 姿勢 も 変化す る。 優 
先度の 高い 操作 部 は できるだけ 楽な 姿勢で 操作で き るよう に 配慮す る ことが 望ま しい。 また， 車い すの 使用者 
にと つて は 動作 範囲が 限られる。 （解説 図 3 参照） 高 齬 者に おいて は 身体の 屈折に 困難 を 生じる 場合が ある こと 
に 配慮す る ことが 望ましい。 

d) 操作 要素の 配置 操作 部分と 操作に よって 作動す る 部分との 位置 関係の 対応 は， 解説 図 4 のように 自然な 対応 




I ご 63 〉| 
解説 図 3 車い すに おける 動作 範囲 

("川 崎巿 福祉の ま ちづく り 条例の 施設 整備 マニュアル") 
解 7 
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配置 例 1 



配置 例 2 




B ⑧⑤ C 
A ⑤③ D 



(0)(D)0® 



A B 〇 D 



解説 図 4 コン 口と つま みの 分か り やすい 配置 例 

[D.A. ノーマン ： "誰の ための デザィ ン" 新曜社 （1990) を 参考に して 作成] 



づけが な されて いる こと 力 、、使用者に とって 望ましい。 

操作 要素の 使いやす さ "押しながら 回すな どの 複合 的な 動作" 及び "二つの 操作 部分 を 同時に 操作す る 操作" 

について は， 火災， 障害 及び 誤 操作 を 防止す る 目的 以外に は 使わない こと を 明記した。 ガス 機器， 燃焼 機器の 
つまみな どで は， 誤 操作 防止の 目 的で 押 しながら 回す タイプの も のが あ る 。 

手順の 分かりやす さ 操作の 手順で いう "階層 構造" と は， 目的の 操作 内容 を 選ぶ 手順の 方式の 一つで ある。 
すなわち， 操作すべき 機能の 内容 を あらかじめ 項目 別に グループ 分けして おき， まず 最初の 操作で は大 項目の 
リスト を 表示して その 一つ を 選ばせる。 次に 指定され た 項目に 含まれる 中， 項目 リスト を 表示し 選ばせる とい 
うように 順次， 段階 を 踏んで 目的の 機能に 達する 手順の 構造 をい う。 高齢者' 障害者に とって， この 階層 構造 は 
理解し に くい 場合が 多い。 各階 層の リ ス ト の 項目 数 は できるだけ 少な く ， 階層の 深さ はでき る だけ 浅 くす ると 
いった 配慮が 必要で ある。 また， よく 使う モードの 場合， 使い 終わっても その 次に 使う ときに その モードに な 
つてい る こと も 必要で ある。 

操作の やり直しに ついては， 基本的に 最初に 戻る ことが よい。 ただし， かなり 階層が 深い 場合 は 最初に 戻つ 
てし まう とかな り 時間が かかる ため， 比較的 使い慣れた 使用者に は 直前まで 戻れる よ う に 配慮す る こと も 必要 
である。 複雑な 階層 構造の 操作で は， 全体の なかで 今 どの 操作 段階に あるか 理解で き なくなって しまう こと も 
考えられる。 このため， 今 どういう 状態に なって おり， どういう 操作 段階に あるかが 十分 理解で きる ようにす 
る ことが 必要で ある。 

適切な フィードバック 視覚 的な フィードバック として は 文字， 図 記号な どの 表示 及び 光 (点灯' 点 減' フラッ 
シュ 光な ど） が あり， 聴覚 的な フィ 一 ドバッ ク として は 音' 音声，' 触覚 的な フィ 一 ドバッ ク と して は 振動 ゃク リ 
ック感 などが ある。 シート 状の スィッチ ゃタ ツチ パネルでの フィ一 ド バック は， 工夫が 必要で ある。 特に タツ 
チ パネルで は 触覚 的な クリ ッ ク感が 得られな いため， 操作 をした かどう かの 反応 を 視覚 又は 聴覚に 十分に 訴え 
る ことが 必要で ある。 

また， 高齢者 • 障害者への フィードバック は， 視覚 的' 聴覚 的 • 触覚 的に 重複して いる ことが 重要で ある。 視 
覚 障害者 は 聰覚と 触覚で， 聴覚 障害者 は 視覚と 触覚で フィー ド バック を 認知で き る。 

報知 音の 分かりやす さ ここに 記載した 内容 は 報知 音と して 要求され る 定性 的な 事項で ある 力、 更に 報知 音の 
種類， 音色， 仕様 （周波数， 音 圧 レベルな ど） について は 定量 的に 定める ことが 必要で ある。 これらの 報知 音の 
詳細に ついては， 別途 JIS ィ匕を 検討 中で ある。 

触覚に よる 使いやす さ 凸 記号 表示の 配慮 事項に 関して は JIS S 0011 "高齢者' 障害者 配慮 設計 指針一 消費 生 

活用 品の 凸 記号 表示" に 規定され た 事項に よる。 
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j ) 誤 操作の 対処 • 防止 ここでい う 誤 操作と は， ① 使用者の 意図し ない 操作 (例. ボタン ゃスィ ツチの 押し 間違い。 
誤って 指な どが ボタン， スィ ツチに 触れた 場合) ② 定められた 手順 どおり 行われて いない 操作 (例. 正しく ない 順 
番で 行われた 操作） をい う。 
不用意に 操作す る こと を 防止す るよう に 配慮され た 設計の 例に は 次の よ う な 機器が ある。 
例 1 電子レンジ や 脱水機 は ドア を 閉めない と 作動し ない 

例 2 石油 フ ァ ンヒ一 ターで は， 子供が 不用意に 点火す る こ と を 防止す るた めの チヤ ィル ドロ ッ ク 機構が 付 
いている 

k) 取扱いの しゃす さ 設計 時の 配慮 事項と して 必要な 項目で ある 力、 必ずしも 操作 性に は 該当し ない 内容 も ある 
が, 特に 高齢者' 障害者に よって 配慮され る ことが のぞましい 事項で あるた め 特に "参考" として 記載した。 

1 ) 操作 性 配慮 事項の 例 家電 製品 を は じめ とする 各種の 消費生活 製品で 実施され ている 操作 性 改善の 事例 を 解説 
表 3〜4 に まとめた。 ここで は， すべての 項目に ついて 紹介して いる わけで はなく， 代表的な 事例 を 挙げた もの 
である。 

(文責 万代 善久) 

解説 表 3 操作 性 改善の 事例 （その 1) 



対象 分野 


製品 名 


LP) /レ T»rrT "TT ， 、 

作 部 又は 
操作 部分 


配慮 拳 項の 例 


家電 製品 


ラジカセ， 


操作 ボタン 


大きな 操作 ボタンで 操作 容易， メカ 式な ので 理解 容易 




フ ジ ォ 


照明 


作 部 を 照らす 照明で 暗い と こ ろでも：^果作谷易 






音質 


聞き取り にくい 高音 域 を 補正して 聞き取り やすい 音質 
に 調整 






Ht7 +T1T HH 


カセッ 卜ァ— /による 首 尸の 取扱 b5 &明晉 






アンテナ 


折れに く く 柔らかい アンテナで 安全に 使用 




テレビ 


リモコン 


大 き な 操作 ポ タ ン で 操作 容易 

用語， 数字の 字体 を 大き く 表示 

チャンネル ボタンの 5 に 凸点を 付設 

チャン ネ ルポ タ ン の 配列 は 電話機の テ ン キ一 配列に 準 

拠 

機能 ごとに ボタンの 形状， 色 を 区別 




エアコン 


リモコン 


使用 頻度の 高い ボ タ ン だけ を 大きめ に して 表面に レ ィ 
アウトし， その他の ボタン はふた の 中に レイアウト 
運転/停止 ボタン は 他の ボタンより 大きく， 凸点を 付 
け 色 を 区別 




ンャ 一 ホッ 卜 


容器 


水 を 入れる 容器が 力一 ト リ ッジ 式で ハン ドルが ついて 
お り ， 給水 • 清掃が 容易 






操作 ボタン 


機能に よって 大きさ， 色 を 区別 




m 調理 器 


操作 ボタン 


大きめ にし， 点字 表示 を 併用 

機能に よって ボタンの 形状， 色 を 区別 






報知 音 


操作のお 知らせ， 現在の 状況 報知と 注意 喚起 






音声 ガイ ド 








取扱説明書 


カセットテープ による 音声の 取扱説明書 
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解説 表 3 操作 性 改善の 事例 （その 1) (続き） 



対象 分野 


製品 名. 


操作 部 又は 
操作 部分 


配慮 事項の 例 


家電 製品 


全自動 洗濯機 


操作 ボタン 


機能に よって ボタンの 形状， 大きさ， 色 を 区別 

占ま _ ^ま;^ 併 PR 
-"tA ナ衣 ノ」 ヽ "^T Xnru 

スタート ボタン は 特に 大きく， 凸点を 付設 


報知 音 


ボタン 操作に よ り 報知 音が 鳴 り 操作 状況の 確認 可能 


K ラ A 
1 ノ ム 


丰前 t ，ィ レ、 丫 お n WMUncn^i り '屮, I が容 

J nU V-— 14h ^ しィ J ノ ぜノし レノ ゾ uU し/ •/ -tJ'^ 


石油 ファン ヒー 

タ 一 


油 量 表示 


暗 レ 、 場所で も 給油 量が 光って 見える の で 給油 力、、 容易 


操作 ボタン 


機能に よって ボタンの 形状， 色 を 区別 


誤 操作 防止 


チヤ イノ レド ロックの 付設 


タ ン クのキ 

ャッフ 


取っ手 を 付けて 給油 時に 手が 汚れず 持ち運び も 容易 


玩具 


電池 を 使用す る 
玩具 


電池 室 


ふたの 位置 と 開け 方が 手で 触って 理解 可能 
電池 を 入れる 方向が 手で 触って 理解 可能 


スィ ツチの ある 
玩具 


》 


スチッ チの 状態が 触手に よ り 理解 可能 
スィッチ "オン" 側に 凸点 付設 


動 く 玩具 


報知 音 


離れた 場所に 移動 しても 音で 位置の 確認が 可能 
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解説 表 4 操作 性 改善の 事例 （その 2) 



, J 刀 お 


製品 么 


操作 咨 iry け 
操作 部分 


酉 己 1* 事項の 例 

口 U'' ほ 于 ^ 只 V ノレ： J 


事務機器 


ホーム ファ ッ ク 


送受 


補聴器の T モー ド 対応で 聞き取り 容易 




ス 


操作 ボタン， 
表示 部 


表示 文字が 見やす い バック ライ ト 付き 

キー入力 音 及び 入力 確定 時間な どが 調整 可能 

相手の 名前 を 呼ぶ だけ で ダイ ャル 可能な 音声 自 動 確認 

機能 


住宅 設備 


ネゝロ m ijff 


表示 部 


湯気の 中で も はっきり 見える よう な 货光管 表示 を 採用 






操作 ボタン 


ボタンの 角に 切り 欠き を 付け， 手探りで も 操作 可能 






報知 音 


音声で 操作 内容 を 報知 




冷 暖房 機器 


操作 ボタン 


大きな 文字の 採用 及び 識別し に く い 色 同士の 組合せ は 
行わない ことによ る 見やす さ 向上 




温水 洗浄 便座 


操作 ボタン， 
表示 部 


使用 頻度の 高い スィ ツチの 大型 化 

バック ライ ト 付き スィッチ による. 見やす さ 向上 




調理 用 機器 


操作 スィ ッ 
チ 


大型 レバ一 式 操作 ッ マミに より 手首 を ひねらずに 点火 
可能 

点火/消火の 状態が レバーの 位置 及び ランプで 確認 可 
能 

コンロ 用と グリル 用の スィッチの 色 を' 友え， 誤 操作 防 
止 




住宅 情報 シス テ 


報知 音 


音声に よ り 操作 手順 を ガイ ド 




ム 


操作 ボタン 


コール ボタン は 大型の 形状と し， 表示 文字 を 大き く し 
て 容易に 呼び出し 用の 判別が 可能 
押 し压 式で 押 したと いう 感覚が 得 ら れ， 呼び出 し 中 で 
ある ことの 表示灯 も 併設 
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高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 委員会 構成 表 

氏名 所属 



(委員長） 


西 


原 




計 


神奈川 工科大学 システム デザィ ン 工学科 


(委員） 


高 


橋 


秀 


郎 


財団法人 家電 製品 協会 消費者 部 （シャープ 株式会社 商品 信頼性 本部) 




佐々 木 


春 


夫 


社団法人 日本 包装 技術 協会 




加 


腺 


久 


明 


日本 デザィ ン 学会 




小 


宮 


敏 


夫 


株式会社 レナ ゥンァ パレ ル 科学 研究所 




大 


澤 




宏 


株式会社 リ一 ガルコ一 ポレー シ ヨン （株式会社 日本 靴 科学 研究所） 




中 


田 




誠 


社団法人 日本 玩具 協会 




Jim. 


崎 




透 . 


曰 本 電気 株式会社 第一 C&C シ ス テ ム 事業本部 市場 開発部 




星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 




伊 


藤 


文 




財団法人 日本 消費者 協会 商品 テスト 室. 






崎 




薰 


社団法人 日本 社会福祉 士会 




江 


木 


和 


子 


消費者団体 新 宿 区 消 団連ァ ク ティー 




万 


代 




久 


株式会社 日 本能 率 協会 総合 研究所 




丹 




敬 




日本 生活協同組合 連合会 開発 企画 部 




伊 


東 


依久子 


消費 科学 連合会 




星 




珠 


枝 


社団法人 日本 消費生活 ァ ドバイ ザ ーコン サルタン ト 協会 




井 


尻 


時 


雄 


社団法人 日 本 衛生 材料 工業 連合会 






場 




諭 


家庭 用 ラップ 技術 連絡会 




Lt=J 


木 


敏 


光 


財団法人 家電 製品 協会 消費者 部 




中 


野 


義 


彦 


沖 電気工 業 株式会社 （ 日 本 人間工学 会） 


(関係者） 


小 


林 


清 


美 


通商産業省 機械 情報産業 局 




安 


西 


久 


子 


通商産業省 機械 情報産業 局 




新 


階 




央 


通商産業省 生活 産業 局 




西 


川 


泰 




通商産業省 工業技術 院 標準 部 




渡 


邊 


武 


夫 


通商産業省 工業技術 院 標準 部 




千 


野 


雅 


人 


通商産業省 生活 産業 局 


(事務局） 


橋 


本 




進 


財団法人 日 本 規格 協会 技術 部 




石 


垣 


正 


夫 


財団法人 日 本 規格 協会 技術 部 








操作 部 JIS 原案 作成 ワーキンググループ 構成 表 






氏名 




所属 


(主お 


高 


橋 


秀 


郎 


財団法人 家電 製品 協会 消費者 部 （シャープ 株式会社 商品 信頼性 本部) 


(ワーキング 委員） 


万 


代 


藍 


久 


株式会社 日 本能 率 協会 総合 研究所 




中 


田 




誡 


社団法人 日本 玩具 協会 




富 


山 


和 


治 


社団法人 全日 本文 具 協会 




北 


島 


信 


夫 


社団法人 日本 事務 機械工業 会 




森 


田 


晴 


良 


三洋 電機 株式会社 研究開発 本部 (財団法人 家電 M 品 協会） 




内 


田 


和 


広 


財団法人 ベタ一 リ ビング 




金 


井 


明 




財団法人 日本 消費者 協会 
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小 


熊 


芳 




フランスべ ッ ド 株式会社 生産 本部 研究 部 （ 日 本 健康 福祉 工業 会) 




小 


暮 


繁 


枝 


東京都 老人 グラブ 連合会 




小 


宮 


敏 


夫 


株式会社 レナ ゥンァ パレ ル 科学 研究所 




木 


概 




弘 


社会福祉 法人 日本 ライ ト ハウス 




堀 


木 


敏 


光 


財団法人 家電 製品 協会 消費者 部 


(関係者） 


渡 


邊 


武 


夫 


通商産業省 工業技術 院 標準 部 




新 


階 




央 


通商産業省 生活 産業 局 




安 


西 


久 


子 


通商産業省 機械 情報産業 局 


(事務局） 


橋 


画本 




進 


財団法人 日 本规格 協会 技術 部 




石 


垣 


正 


夫 


財団法人 日 本规格 協会 技術 部 
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★ 内容に ついての お 問合せ は， 技術 筋 規格 翔 発 a へ FAX ： 03 - 3405 — 5541 で ご 連 終く ださい。 

★ J1S 規格 票の 正 R» が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 »会» 行の 月刊 S "霍窜 化 ジャーナル" に， 正 • R の 内容 を揭载 いたします。 

(2) 毎月 集 3 火 H 日に, "日鞋 産業 新聞" 及び" 日刊 工業 新聞" の JK 発行の 広告欄で， 正展票 
が 免 行 された JIS 规格 番号 及び 規格 の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている «n で 正誤 票が « 行され た 場合に は 自動 

的に お送りい たします。 

★ JIS 規格 票の ご注文 及び 正 票 を ご 希望の 方 は， 著 及 事業 都 普及 業務 » (FAX ： 03 一 3583 ― 0462) 
又は 下 E の 当 齒会各 支 W へ FAX でお 顧い いたします。 



JIS S 0012 



高齢者 • 庫 害 者 配慮 KtHS 針一 消 « 生活 翳 品の 搡作性 



平 《 に 年 H fl 30 8 行 

W 13 零 S 肩 は B ff sm 行 （«tt) 



纏 集 《 

ft 行人 



坂 食 省 吾 
免 行 所 



財団法人 H 本 規格 協会 

〒 107-8440 東京都 港 区 赤 坂 4 丁 g 1 — 24 

TEL 東京 (03) 35 ぬ- 8071 

FAX mSC (03) 3582- 3372 、取 怖田 战" J 



T 060- 0003 札!)! 市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 札烧 大同 生命 ビル 内 

TEL *L(i (011)261 -0045 FAX (01 1)221- 4020 
£1£縿 ： 02760-7-4351 

東 * 支 » ¥980-00 14 仙 台 市 靑葉区 本 町 3 丁目 5-22 宮城県 管 工事 会 趣 内 

TEL せ （022)227-8336( 代表） FAX tt お （022 は 66 -0905 
蹄 ； 02200- 4 - 8166 

名 古 層 *» T 460- 0008 名 古 M 市中 区泶 2 丁目 6-1 白 川 ビル Hlffl 内 

TEL 名 古 置 （M2)22 卜 代歡） FAX 名古邐 （052)203-4106 
ぼ,： 00800- 2 - 23283 

T541-0053 大 R 市 中央 区 本 町 3 丁目 4- 10 本 町 野 村 ビル 内 

TEL 大阪 （06) 626 レ 8086 (代表） FAX 大 K (06)626 卜 9H4 
摄&: 00910- 2-2636 

¥730-0011 広 烏 市中 区 基 町 5- 44 広 烏 商工 会 » 所 ビル 内 

TEL 広离 （0«2)22， - 7023, 7035, 70M FAX 広 鳥 ((》2>225- 7568 
： 01340-9-9479 

四 B 支 » T 760- 0023 高 松 市 寿 町 2 丁目 2 リ 住友 生命 高 松 寿 町 ビル 内 

TEL 离松 （087)82 卜 7851 FAX 高 松 ぬ 卜 3261 
； 01680-2-3339 

¥812-0025 福 市 W 多 区 店 虔町卜 31 東京 生命 福 岡 ビル 內 
TEL (092) 2^- 9080 FAX ffiff (092)282- 91 18 
據徐： 01790- 5-216^ 
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ICS 01, 110 ； 13. 120 ； 97.020 

Descriptors . accident prevention^ domesuc acciaents, household equipment, old people, ergonomics 
Reference number ： JIS S 0012 ： 2000 (J) 



